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書　　名 著者名 出版社名

じしんのえほん　こんなときどうするの？
国崎信江/作
目黒公郎/監修 ポプラ社

じめんがふるえるだいちがゆれる かこさとし/絵と文
農山漁村
文化協会

災害・状況別防災絵事典　危険から身を守る 山村武彦/監修 ＰＨＰ研究所

大震災!！イヌ、ネコを救え　　車イスで救援活動 奈佐誠司/著 ポプラ社

みてわかる災害にそなえる本　１～５ 秋山滋/文 岩崎書店

はげましをありがとう　子どもたちの震災報告
西宮市ＥＷＣ子ども委
員会/編 小学館

放射線になんか、まけないぞ！
坂内智之/文
木村真三/監修

太郎次郎社
エディタス

津波ものがたり　改訂新版 山下文男/著 童心社

地震　災害とたたかう１ ジェーン・ウォーカー/著 偕成社

新・地震をさぐる 島村英紀/著
さ・え・ら書
房

ストップ原発　１　大震災と原発事故
野口邦和/監修
新美景子/文 大月書店

春を待つ里山　原発事故にゆれるフクシマで
会田法行/文
山口明夏/写真 ポプラ社

地震を引き起こすプレートとは何か、日本で起こる地震の特徴、最新の研究などについて物理学者が書いた本。（５・６年～）

福島第一原子力発電所での大事故はなぜ起きたのでしょうか。放射能について、図を使いわかりやすく解説しています。（５・６年～）
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原発事故で生活そのものを奪われた福島の人々。それでも前向きに生きる、「今」を写真とともに描いています。（５・６年～）

１９９５年に兵庫県南部で起こった阪神大震災を体験した子ども達が書いた作文や絵がのっている体験記録。　（３・４年～）

地震発生のしくみ、日本や外国で起きた大地震、いざという時の対策などが書いてある本。（５・６年～）

子ども時代に大津波を体験した作者が実話や記録をもとに書いた話。年表は東日本大震災まで入っています。（３･４年～）

何にどう気を付ければよいのか、イラストを交えてやさしく解説しています。子どもと大人が一緒に学べます。（３・４年～）

ひとりでいる時に地震にあったらどうすればよいでしょうか。７人の１年生たちが登場します。保護者向けのアドバイスつき。（幼児～）

守ろういのち　地震の本

地震などの自然災害が起こるしくみや、災害が起きたらどうするかまでを、イラストと文でわかりやすく解説したシリーズ。（３・４年～）

阪神大震災にあい、さまよっていたペットのイヌやネコ達を救う活動をしていた車イスの青年が書いたノンフィクション。（３・４年～）

地震・台風・雪や氷による災害に備えて身を守る方法を１冊にまとめたわかりやすい絵事典。（３・４年～）

地震や津波が起きるしくみを書いた科学絵本。本文はやさしい言葉を使い、ひらがなだけで書かれています。（１・２年～）


